
 
 

DVDDecrypter3.1.6でイメージファイルを焼く 

 
[neoDVDstandard4][B's Recorder GOLD5.25][CopyToDVD][DVDDecrypter]  

焼く前に

・ＨＤＤの容量は十分か。 
 作業エリアの容量も含め最低バックアップするＤＶＤの２倍の容量を確保しましょう。 
 （オンザフライ焼きは除く） 

・ＤＶＤファイルは「VIDEO_TS」フォルダに入れる。 
 市販のＤＶＤプレイヤーで再生するには「VIDEO_TS」という名前のフォルダにファイルが入って 
 いなければなりません。また、「AUDIO_TS」も合わせて作成しておくと良いようです。  

例  

  

「VIDEO_TS」・・・ＩＦＯ、ＶＯＢファイルが入っているフォルダ 
「AUDIO_TS」・・・ＤＶＤオーディオ用のフォルダ（左記の名前でフォルダを作り、フォルダの中は空でＯＫ） 
上記、２フォルダをＤＶＤ－Ｒなどに書き込んで下さい。  

注１）フォルダ名は必ず半角の大文字で書くこと。 
注２）ライティングソフトによっては「VIDEO_TS」しか書き込むことが出来ないものもあります。  

焼き方 （03/9/12改訂）

 

 

まず、イメージファイルの書込みモードにします。 
「Mode」－「ISO」－「Write」を選択します。  

  

（１）「Source」でイメージファイルを指定します。 
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（２）「Destination」で書込みドライブの指定、テスト書込みの有無、BURN-Proof機能の有無を指定します。 
（３）「Setting」でデータタイプ、メディアの種類、書込み速度を指定します。 
   （ここはデフォルトのままでいいと思います。） 
（４）ボタンを押して書込みを開始します。  

  

書き込み中です。 
１００％になったら完了ですので終わるまで待ちましょう。  

  ImgToolで分割イメージファイルを作成した場合は 
  ここでイメージファイルではなくＭＤＳファイル（拡張子がmdsとなっているファイル）を 
  指定して下さい。  
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